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１９４
2023．１

２
０
２
３
年
の
新
年
が

無
事
あ
け
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

北
海
道
勤
労
者
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

理
事
長

萩
原

光
典

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事

の
変
化
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
働
く
環
境
も
急

激
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、
労
働
安
全
衛
生
の
充
実
が
い
っ
そ
う

重
要
に
な
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
労
働
災
害
の
防
止
に
加
え
、
就
業
環
境
の
急
激

な
変
化
な
ど
に
起
因
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
、
法
制
化
さ

れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
応
の
取
り
組
み
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
課
題
の
他
に
、
今
年
は
職
場
で
パ
ワ
ハ
ラ
に
次
ぐ
課
題
で
も

あ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
も
焦
点
を
当
て
て
、
会
員
組

織
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
道
内
初
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
を
は
じ
め
、
労
働
安
全

衛
生
の
重
要
性
を
広
げ
る
た
め
に
、
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
、
高

校
や
大
学
、
そ
し
て
企
業
で
の
研
修
も
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

引
き
続
き
「
誰
も
が
健
康
で
安
全
に
働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
の

実
現
」
を
目
指
す
決
意
で
す
。

２
０
２
３
年
も
会
員
各
位
・
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
層
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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労働局と重点取り組み業種とで情報・意見交換 

職場状況を交流し、労災防止の決意を新たに！ 
 

当センターは、昨年12月14日、ほくろうビル５階会議室において、労働災害防止に向け、重点取り組み

の陸上貨物輸送業、小売店、飲食店、社会福祉施設の４業種の会員産別と北海道労働局との情報・意見交換

会を開催しました。年末で慌ただしい状況ではありましたが、労働局をはじめ、産別のご理解やご協力を頂

き開催となりました。冒頭、当センター和田副理事長から、昨今の安全衛生を取り巻く現状と課題を交えた

開会の挨拶後、 

   
 

 

北海道労働局労働基準部安全課 八反田課長からは、①令和４年度重点対策、②第１３次労働災害防止計画

の進捗状況、③現在の労働災害発生状況、④陸運業ゼロ災チャレンジ北海道、⑤SAFEコンソーシアム、

SAFE協議会、⑥エイジフレンドリー、⑦北海道冬季ゼロ災運動について。 

 

北海道労働局労働基準部健康課 鈴木課長からは、①職場における新型コロナウイルス感染症対策について 

②職業性疾病の発生状況について、③定期健康診断有所見率について、④メンタルヘルス対策の取組状況に

ついて、それぞれ説明をしていただきました。 

 

その後、参加者から「職場の状況と課題」「行政に期待すること」について活発に意見交換が行われまし

た。 

 

【安全衛生にかかわる職場の状況と課題について】 

①長時間労働の是正、➁健康診断の１００％受診と再検査時の再検査受診の徹底、③社会福祉関連の職場は

コロナ感染症が最重要課題となっている、④若い職員が入ってこないため職員は高齢化していくため転倒な

どの事故が起きてしまう状況、⑤人手不足による業務量の過多や残業時間・休日出勤の増加（特にコロナ感

染による人欠は多大な影響がでた）、⑥雪害による訪問業務の遅延（特に排除雪の遅延による業務に大きな

影響がでた）、⑦重介護者の支援による怪我や身体的な痛み（腰痛や膝痛）、⑧認知症高齢者等の支援から

感じる精神的なストレス、⑨変則的な勤務時間や残業時間の増加から、心身ともに体調を崩す、⑩利用者か

ら受ける暴力による怪我、⑪利用者や家族から受けるハラスメント（セクハラ・カスハラ）、⑫感染症罹患

と隣り合わせであることの恐怖感（特に訪問系サービス事業所は、今回のコロナウイルス流行下において強

く感じていた）⑬ＩＣＴの導入を進めていく上で、年齢層の高い職員の適応に対するストレス 

 

【安全衛生に関して行政に期待したいこと】 

①トラック運輸産業は他産業よりも長時間労働となっており、厚生労働省は改善基準告示が2024年4月に施

行されますが、荷主の理解（特に着荷主）が得られず長時間労働の是正が進まない実態ですので、すべての

荷主に対して改めての周知徹底をしていただきたい、②脳・心臓疾患が全産業の中で最も運輸産業は多いた

め、健康診断の１００％受診と再検査時の再検査受診の義務化になるようにされたい、③コロナ関連の設備

整備に関する補助金支給の迅速な対応、④介護業界の社会的地位の向上をすることで、人手不足解消につな

げる（待遇・業務独占の業務を増やす・介護業界のイメージを改善する等）、⑤外国人技能実習の制度緩和

（外国人技能実習制度を活用し、人材を確保しようとするが書類整備等が多く、実習を行う時間が減ってい

く）、⑥ＩＣＴ導入による、行政提出書類等の簡略化（導入時の研修助成やスキルアップツールの作成含

め）、⑦労災の増加は労働者不足も原因と思われるので、各業界の就労者が増えるような取り組みをお願い

したい。 
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道立札幌北高等学校のポスターセッション見学 
 

      １２月９日、札幌北高等学校で課題研求のポスターセッションが開かれ、２年生約３２０名が７８グ

ループごとにテーマを決め、問題提起や課題解決の方法を提案しました。同校林校長が学校の外から

「この人の感想を聞きたい」と思う十数名に齊藤事務局長が選ばれ、今年の３月に次ぎ２度目の見学と

なりました。セッション後は、校長室で教育関係者との意見交換も活発に行われました。 

   テーマは、ダイバーシティの時代もあって「教育」「文化」「スポーツ」など多様で、ブラック企業問

題、日本の働き方、安全衛生関係、８０５０問題、男女雇用問題、精神衛生、孤独・自殺等々、労働組合

運動でも取り上げているテーマも多数あり、高校生目線から、多くの事を教わりました。今までは大学の

寄付講座を中心にワークルールの講演をしてきましたが、高校生はワークルールについて関心が高く、や

はり中高生からのアプローチも大切だと感じたところです。 

また、教育関係者との意見交換では、テーマ内容を自分ごと化して答えを出して進んでいくことは、総

合的な探求の時間のみならず、人生のすべてに当てはまると、招待された皆さんがそれぞれに関心、感激

されていました。 

高校生へのメッセージ ～ 答えを与えられるだけの人生はつまらないですよ ～ 

学びにおいても、問いを立てます。問いを見出し、掘り起こします。なぜなら、先人が問いを立て探

求した結果、教科書の知識というものがあるのですから。それは何か、なぜか、だからどうなるか。何

でもかんでも問いに転換し、自分で答えを出して進んでいく。同校のワクワクするポスターセッション

を通じて、学び続ける知性は、情報社会のまさにこれから生きるスキルだと思いました。 

次回のポスターセッションは１年生で２月に開催されます。 
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今後の予定 (講演・研修会) 
 

● 北海道労働者福祉協議会釧路ブロック「ウェルフェアスクール」                                 

日 時：１月１４日（土）１２時３０分～                              

場 所：釧路センチュリーキャッスルホテル                            

テーマ：あなたの職場の悩み「カスタマーハラスメント」を考える！               

講 師：北海道勤労者安全衛生センター 齊藤勉 事務局長 

                       

 

● 北海道勤労者安全衛生センター主催「安全衛生研修会」 

日 時：１月２５日（水）１４時～１５時３０分 

参 加： Zoomによるオンライン参加 ミーティングID：87542435473 パスワード：187332 

テーマ：働きやすい職場づくり～Ｚ世代に焦点を当てて～ 

  講 師：新潟労働衛生コンサルタント事務所 鈴木美和 所長 

 

● 一般社団法人北海道中小企業家同友会札幌支部勉強会 

日 時：１月２７日（金）１８時３０分～１９時３０分 

参加者：北海道中小企業家同友会加盟の経営者 

テーマ：採用出来ない、退職者続出。経営者に知って欲しいワークルールと労使関係をどう築く！ 

労働組合歴３０年の労働漫談家の「ここだけの話」 

   内 容： 

       

 

 

 

講 師：北海道勤労者安全衛生センター 齊藤勉 事務局長 

「人を生かす経営とは」中小企業における労使関係のヒント vol.2 
１．経営者の責任            ５．労使関係における新しい問題 
２．対等な労使関係           ６．労使関係の新しい次元への発展 
３．労使関係における問題の処理について ７．中小企業における労働組合への期待 
４．賃金と労使関係について       ８．中小企業の労使双方にとっての共通課題 

 

 


